
平成平成平成平成２２２２６６６６年度年度年度年度    第第第第１１１１回技術研修会のご案内回技術研修会のご案内回技術研修会のご案内回技術研修会のご案内  

 

 

 

 

 

    日日日日        時時時時       平成平成平成平成２２２２６６６６年年年年７７７７月月月月２２２２日（日（日（日（水水水水））））１３：３０～１６：３１３：３０～１６：３１３：３０～１６：３１３：３０～１６：３００００    

    会会会会        場場場場       アバンセホールアバンセホールアバンセホールアバンセホール（佐賀県立生涯学習センター）（佐賀県立生涯学習センター）（佐賀県立生涯学習センター）（佐賀県立生涯学習センター）    

（佐賀市天神３丁目２（佐賀市天神３丁目２（佐賀市天神３丁目２（佐賀市天神３丁目２----１１１１１１１１    TELTELTELTEL    0952095209520952----22226666----0000000011111111）））） 

    主主主主        催催催催       公益財公益財公益財公益財団法人団法人団法人団法人  佐賀県建設技術支援機構佐賀県建設技術支援機構佐賀県建設技術支援機構佐賀県建設技術支援機構 

    後後後後        援援援援       佐賀県、（佐賀県、（佐賀県、（佐賀県、（一一一一社）佐賀県建設業協会、社）佐賀県建設業協会、社）佐賀県建設業協会、社）佐賀県建設業協会、（（（（一一一一社）佐賀県県土づくり社）佐賀県県土づくり社）佐賀県県土づくり社）佐賀県県土づくりコンサルタンツ協会コンサルタンツ協会コンサルタンツ協会コンサルタンツ協会    

    研研研研修項目修項目修項目修項目     (1)(1)(1)(1)    「「「「東日本大震災から東日本大震災から東日本大震災から東日本大震災から3333年年年年    復旧・復興を支える建設技術復旧・復興を支える建設技術復旧・復興を支える建設技術復旧・復興を支える建設技術」」」」    

                                １３：４０～１５：００１３：４０～１５：００１３：４０～１５：００１３：４０～１５：００           

                  講師講師講師講師    国土交通省国土交通省国土交通省国土交通省    東北地方整備局東北地方整備局東北地方整備局東北地方整備局    企画部企画部企画部企画部    企画課企画課企画課企画課    

                    課長補佐課長補佐課長補佐課長補佐    武藤武藤武藤武藤    徹徹徹徹    氏氏氏氏    

           (2)(2)(2)(2) 「「「「地球観測衛星及び地上計測システムによる防災地球観測衛星及び地上計測システムによる防災地球観測衛星及び地上計測システムによる防災地球観測衛星及び地上計測システムによる防災」」」」    

                            １５：１０～１６：３０１５：１０～１６：３０１５：１０～１６：３０１５：１０～１６：３０     

                  講師講師講師講師    佐賀大学大学院佐賀大学大学院佐賀大学大学院佐賀大学大学院    工学系研究科工学系研究科工学系研究科工学系研究科    

                    特任教授特任教授特任教授特任教授    新井新井新井新井    康康康康平平平平    氏氏氏氏    

    対対対対    象象象象    者者者者       地方公共団体等職員、建設事業関係者、一般の方（大学生以上）地方公共団体等職員、建設事業関係者、一般の方（大学生以上）地方公共団体等職員、建設事業関係者、一般の方（大学生以上）地方公共団体等職員、建設事業関係者、一般の方（大学生以上）    

    定定定定        員員員員       ３３３３０００００名０名０名０名 

    参参参参    加加加加    料料料料        無無無無    料料料料 

    申申申申込方法込方法込方法込方法        当機構当機構当機構当機構のホームページ（のホームページ（のホームページ（のホームページ（http://www.sagacat.or.jp/http://www.sagacat.or.jp/http://www.sagacat.or.jp/http://www.sagacat.or.jp/）より）より）より）より    

            お申し込みください。お申し込みください。お申し込みください。お申し込みください。１社につき１社につき１社につき１社につき３３３３名名名名まで受け付けます。まで受け付けます。まで受け付けます。まで受け付けます。    

        『『『『研修情報研修情報研修情報研修情報』→『』→『』→『』→『技術研修会技術研修会技術研修会技術研修会』』』』→『平成→『平成→『平成→『平成22226666年度第年度第年度第年度第1111回技術研修会申込回技術研修会申込回技術研修会申込回技術研修会申込』』』』をクリック！をクリック！をクリック！をクリック！    

    申込申込申込申込期期期期間間間間     平成平成平成平成26262626年年年年6666月月月月11112222日日日日((((木木木木)1)1)1)14444:00:00:00:00～～～～平成平成平成平成22226666年年年年6666月月月月18181818日日日日((((水水水水)17:00)17:00)17:00)17:00    

（ただし、期限前でも定員になり（ただし、期限前でも定員になり（ただし、期限前でも定員になり（ただし、期限前でも定員になり次第次第次第次第締め切りますので、お早めにお申し込み下さい。）締め切りますので、お早めにお申し込み下さい。）締め切りますので、お早めにお申し込み下さい。）締め切りますので、お早めにお申し込み下さい。）    

なおなおなおなお、定員に満たない場合は追加募集を行います。、定員に満たない場合は追加募集を行います。、定員に満たない場合は追加募集を行います。、定員に満たない場合は追加募集を行います。    

平成平成平成平成22226666年年年年6666月月月月22225555日日日日((((水水水水)1)1)1)14444:00:00:00:00～平成～平成～平成～平成22226666年年年年6666月月月月22227777日日日日((((金金金金)17:00 )17:00 )17:00 )17:00 予定予定予定予定    

    問問問問合せ合せ合せ合せ先先先先  〒〒〒〒840840840840----0857085708570857    佐賀市鍋島町大字八戸字上深町佐賀市鍋島町大字八戸字上深町佐賀市鍋島町大字八戸字上深町佐賀市鍋島町大字八戸字上深町3182318231823182番地番地番地番地 

                           （（（（公公公公財）財）財）財）佐賀県建設技術支援機構佐賀県建設技術支援機構佐賀県建設技術支援機構佐賀県建設技術支援機構    技術部技術部技術部技術部    企画情報課企画情報課企画情報課企画情報課 
                              ＴＥＬＴＥＬＴＥＬＴＥＬ    ０９５２－２６－１６６８０９５２－２６－１６６８０９５２－２６－１６６８０９５２－２６－１６６８   

 そそそそ  のののの  他他他他    １）１）１）１）車でご来場される場合は、会場敷地内の駐車場をご利用下さい。車でご来場される場合は、会場敷地内の駐車場をご利用下さい。車でご来場される場合は、会場敷地内の駐車場をご利用下さい。車でご来場される場合は、会場敷地内の駐車場をご利用下さい。                                        

                        ２）座席は全席指定席（受付け順）となります。２）座席は全席指定席（受付け順）となります。２）座席は全席指定席（受付け順）となります。２）座席は全席指定席（受付け順）となります。    

※この研修会は、（※この研修会は、（※この研修会は、（※この研修会は、（一一一一社）全国土木施工管理技士会連合会の社）全国土木施工管理技士会連合会の社）全国土木施工管理技士会連合会の社）全国土木施工管理技士会連合会の継続学習（ＣＰＤＳ）継続学習（ＣＰＤＳ）継続学習（ＣＰＤＳ）継続学習（ＣＰＤＳ）認定認定認定認定をををを申請しています。申請しています。申請しています。申請しています。 

    東日本大震災から東日本大震災から東日本大震災から東日本大震災から3333年が経過した現在でも、被災地の復旧・復興が進められています。そ年が経過した現在でも、被災地の復旧・復興が進められています。そ年が経過した現在でも、被災地の復旧・復興が進められています。そ年が経過した現在でも、被災地の復旧・復興が進められています。そ

のような復旧・復興を最新の建設技術が支え、防潮堤の建設や盛土による土地のかさ上げなのような復旧・復興を最新の建設技術が支え、防潮堤の建設や盛土による土地のかさ上げなのような復旧・復興を最新の建設技術が支え、防潮堤の建設や盛土による土地のかさ上げなのような復旧・復興を最新の建設技術が支え、防潮堤の建設や盛土による土地のかさ上げな

どが実施されています。どが実施されています。どが実施されています。どが実施されています。    

    本研修では、東日本大震災をはじめとした自然災害に対する最新の防災技術を学ぶため、本研修では、東日本大震災をはじめとした自然災害に対する最新の防災技術を学ぶため、本研修では、東日本大震災をはじめとした自然災害に対する最新の防災技術を学ぶため、本研修では、東日本大震災をはじめとした自然災害に対する最新の防災技術を学ぶため、

前半では東日本大震災から前半では東日本大震災から前半では東日本大震災から前半では東日本大震災から3333年目の現状と復旧・復興を支える最新の建設年目の現状と復旧・復興を支える最新の建設年目の現状と復旧・復興を支える最新の建設年目の現状と復旧・復興を支える最新の建設技術について、後技術について、後技術について、後技術について、後

半では最近注目されているシステム工学の視点からの防災・減災技術の先進事例についてご半では最近注目されているシステム工学の視点からの防災・減災技術の先進事例についてご半では最近注目されているシステム工学の視点からの防災・減災技術の先進事例についてご半では最近注目されているシステム工学の視点からの防災・減災技術の先進事例についてご

講演いただきます。講演いただきます。講演いただきます。講演いただきます。 


